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特集「ソフトウェア工学」の編集にあたって

吉田 則裕1,a)

「ソフトウェア工学」特集号をお届けする．ソフトウェ

ア工学という研究分野では，理論から応用まで幅広い範囲

で，ソフトウェアやソフトウェア開発の質の向上に資する

ような手法の開発や知見の抽出を行っている．ソフトウェ

アを取り巻く急激な環境の変化に追従しながら産業界の課

題をタイムリーに取り上げ，その解決につなげるような工

学的問題解決のアプローチだけでなく，未来のソフトウェ

ア開発の基礎となるような，ソフトウェアやソフトウェア

開発の理論を抽出する科学的なアプローチも重要となって

いる．

情報処理学会ソフトウェア工学研究会では，シンポジウ

ム，ワークショップ，研究発表会等を主宰し，ソフトウェ

ア工学に携わる産学の研究者や，ソフトウェア開発に携わ

る技術者，実務者等へ広く参加を呼びかけ，互いの経験や

知見を議論・共有する場をこれまで提供してきた．本特集

号もこれらの活動の一環として企画したものである．

本特集号は，ソフトウェア工学に関連した研究開発全般

について，最新の研究成果や開発事例に基づく知見等を

幅広く掲載することを基本方針とした．さらに，通常の論

文投稿だけでなく，ソフトウェア工学研究会主催のソフ

トウェアエンジニアリングシンポジウム 2021（SES 2021）

に投稿された論文を発展させて投稿することを推奨した．

これにより，シンポジウムの査読結果が反映された質の高

い論文を多く集め，論文誌を通じて優れた研究成果を社会

へ迅速に発信することを目指した．このようなシンポジウ

ムとの連携は，2011年から継続して行っている取組みで

ある．

本特集号には 15編の論文投稿があり，ソフトウェア工

学の専門家による厳正な査読と編集委員会での慎重な審査

を経て，最終的に和文論文 8編，英文論文 1編の合計 9編

を採択した（採択率 60.0%）．編集委員会では情報処理学

会の論文査読方針に沿い，改訂によって採録可能となる見

込みのある論文に対しては可能な限り「条件付採録」を選

択し，採録のための条件を明確に示すことで論文の質を高

めるように努めた．また，惜しくも採録には至らなかった

論文に対しても，今後の改訂の指針となるような査読コメ
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ントを提示するよう努めた．コメントを参考に研究を発展

させ，改訂・再投稿されることを期待している．

採録された論文は，ソフトウェア保守やバグ予測，コー

ド検索，ソフトウェアテスト，ソフトウェア工学教育に関

する優れた報告である．

最後に，本特集号にご投稿いただいた著者の皆様，COVID-

19流行による混乱の最中にもかかわらず丁寧な査読や議論

にご尽力いただいた特集号編集委員と査読者の皆様，そし

て本特集号の機会を与えていただいた論文誌ジャーナル編

集委員会に深く感謝する．
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